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上段：変更前［当初、第△回変更］（黒字）
下段：変更後［第○回変更］（赤字）

都市防災事業計画（当初）

令和３年１月

香川県多度津町



（様式１）整備方針等

整備方針等

【防災まちづくりの現状及び課題】

　多度津町は、香川県の中部に位置し南は讃岐平野、北は風光明媚な瀬戸内海国立公園に接しており、古くから天然の良港に恵まれ港を中心に発達し、明治に入り四国最初

の鉄道が開通したことで、鉄道と港の利点を活かした交通の要衝として発展してきた町である。昭和49年に臨海土地造成事業により造成された西港町、東港町には現在、造船

会社、橋梁、エレクトロニクス等製造業が数多くの企業が立地している、面積は2,439haの香川県で4番目に小さい町である。

　近年は旧市街地に空き家が増え、道福寺地区等の郊外での宅地開発が増加している状況である。

＜課題＞

　本町は、南海トラフ、中央構造線、長尾断層を震源域とする大規模な地震の発生が予測されており、とりわけ南海トラフを震源域とする南海トラフ地震は、今後30年以内に

発生する確率が、70%～80％と極めて高く、南海トラフの地震・津波による被害は建物や人的被害等、甚大な被害が想定されている。

　多度津町に近接している河川の土器川水系、金倉川水系が想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域の指定を受けており、計画規模降雨及び想定最大規模降雨等の発生時に

おける2級河川金倉川の洪水浸水想定深が町内で最大3.0～5.0mの想定がされており、町内広域での甚大な浸水被害が想定されている。

<道福寺地区の現状＞

　道福寺地区は、本町の南東側付近に位置し、土地は平坦地であり数箇所のため池を有し、田では稲作が営まれている。

  また、地区内には主要地方道 善通寺多度津線や一般県道多度津丸亀線が通り、近隣には豊原小学校・幼稚園が立地し居住環境も良いことから近年宅地開発が行われており、

農地と住居が混在している地区である。
(課題)

　今回計画に位置づける道福寺地区については、金倉川洪水浸水想定区域に地区内の大半が含まれているが、地区内に指定緊急避難場所が1箇所存在するのみで、災害時の一時避難

場所の収容人数の不足が課題となっている。

【整備方針】　

＜多度津町>

(位置・地形)

(位置・地形)

　多度津町では、平成29年度に発生した台風18号災害に起因する降雨や高潮により、旧町内において、多くの床上・床下浸水が発生したことを教訓に、河川の嵩上げや

作成等のソフト対策を組み合わせて防災・減災取り組んでいるところである。

＜多度津町の方針＞

  道福寺地区の指定緊急避難場所における短期収容人数の増加により地区の防災力の向上を図るために、地区内に防災機能を備えた公園を整備する。

イレ等の確保に努め、避難場所等の整備及び機能強化を図る。

　併せて、災害の危険が切迫した緊急時に避難するための指定緊急避難場所等について、緊急時に必要となる食料、飲料水等の物資等の備蓄、非常用ト

内水排除の為の排水ポンプ場、排水機場のハード整備を進めるとともに、台風災害だけでなく、南海トラフ大地震や金倉川の想定最大規模降雨に対して、ハザードマップ

＜道福寺地区の方針＞



（様式２）計画事業一覧

都道府県名 市町村名 計画期間

【都市防災総合推進事業】

開始年度 終了年度 （参考）事業費 （参考）国費

80.30 40.10

68ha （1/2：○○、1/3：△△） （1/2：○○、1/3：△△）

80.30 40.10

国費率
交付対象事業費（予定）額

多度津町
１／２

用地１／３

事業区分
事業
主体

事業地区名
地区面積

（ha）

都市防災総合推進事業
における事業期間

地区公共
施設等整備

地区公共
道福寺地区

R3 R3
公園整備(指定緊急避難場所　1箇所)

計画事業一覧
香川県 多度津町 令和3年度    ～    令和3年度

担当部局 担当者

（正）間渕　勉

連絡先（副）中田　大登

（副）

建設課 TEL：0877-33-1112

都市開発係 FAX：0877-33-2550

e-mail：kensetsu@town.tadotsu.lg.jp

注）　複合施設整備については、設計完了前に補助対象範囲を協議すること。

合計

注）　交付対象事業費について百万円単位。

注）　該当のないメニューについては行を削除する等して、なるべく一枚に収まるよう作成してください。



（様式３）関連事業［都市防災上の課題解決に関連する事業］

開始年度 終了年度
事業実施状況

重点密集
市街地の有無

街路事業

事業区分 事業主体 事業地区名 事業規模（面積、延長、幅員等）
総事業費

（国費ベース）

事業期間

市街地再開発事業

都市公園事業

注）　総事業費について百万円単位。

注）　地域防災計画、地震対策緊急事業五箇年計画等を参照し、関連部局と調整の上作成。

土地区画整理事業

その他（単独事業等）

効果促進事業



（様式４）年度別事業計画１【参考】

令和元年度以前 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度以降 計

公園整備(指定緊急避難場所) 40.1 40.1
1箇所

40.1 40.1

災害危険度
判定調査

１／３

住民等まちづくり
活動支援

［上段：当初（変更前）、下段：変更後］【百万円単位】

事業区分 事業主体 事業地区名 整備内容
重点密集
市街地

国費率
交付対象事業費（予定）額　［国費ベース］

地区緊急避難施設
（間接）

１／３

多度津町 道福寺地区
１／２

用地１／３×地区公共

補助１／２
全体１／３

地区緊急避難施設
（直接）

１／２
用地１／３

補助１／２
全体１／３

都市防災
不燃化促進

不燃化
促進調査

１／３

不燃化
促進

１／２

地区公共
施設等整備

防災まちづくり拠点
（直接）

※Ｒ２以降経過措置

１／２
用地１／３

防災まちづくり拠点
（間接）

※Ｒ２以降経過措置

事業計画 １／２

都市施設
（公園・緑地）

１／２
用地１／３

木造老朽建築物除却事業 １／３

１／３

合計

復興
まちづくり

総合支援事業

復興まちづくり
計画策定支援

１／２

復興に向けた公共
施設等整備
（防災・避難）

１／２
（景観地区等

１／３）
復興に向けた公共
施設等整備（防災）



（様式５）年度別事業計画【参考】

○補助額の内訳 ［上段：当初（変更前）、下段：変更後］【百万円単位】

事業地区名 整備の内訳 国費率 令和元年度以前 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度以降 計

地区公共施設等整備

40.10 40.1

地区公共施設等整備

防災まちづくり拠点施設

津波避難タワー整備○箇所

地区公共施設等整備

地区緊急避難施設

防災備蓄倉庫○箇所

40.10 40.1

○用地取得面積 ［上段：当初（変更前）、下段：変更後］【ｍ２単位】

事業地区名 整備の内訳 国費率 令和元年度以前 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度以降 計

地区公共施設等整備　道路整備

避難路整備L=00m

地区公共施設等整備　防災まちづくり拠点施設

津波避難タワー○箇所

工事 1/2

用地 1/3

道福寺地区

調査設計 1/2

用地 1/3

整備内容

指定緊急避難場所(整備後指定)

1箇所
工事 1/2

○○地区、△△地区、
▲▲地区

○○地区、△△地区、
▲▲地区

用地 1/3

○○地区、△△地区、
▲▲地区

調査設計
・工事

1/2

用地 1/3

合計

●●地区 用地 1/3

整備内容

調査設計 1/2

「調査設計」と工事費が分けられなければ「調査設計・工事」でも構いません



（様式６）　現況図　等

面積 68ha 区域地区名 道福寺地区（香川県多度津町） 道福寺地区(香川県多度津町)

多度津町

指定緊急避難場所

ウツミ整形外科医院

(3階会議室)

指定緊急避難場所(整備後)

(道福寺公園)

道福寺地区

(出典：金倉川洪水浸水想定区域図)



（様式６）　現況図　等

面積 68ha 区域地区名 道福寺地区（香川県多度津町） 道福寺地区(香川県多度津町)

地区公共公園整備(指定緊急避難場所の整備)

<目的＞本町、道福寺地区においては、災害対策基本

法に基づき1箇所(ウツミ整形外科医院3階会議室)を

指定緊急避難場所指定しているが、局地的豪雨(金倉

川の洪水等)が発生した場合、一時避難者の短期収容

人数不足が懸念されるため、当地区に防災機能を有

した公園を整備する。

指定緊急避難場所(道福寺公園)

・想定最大規模降雨による金倉川洪水想定

区域

・道福寺公園整備面積 ≒2,900㎡

・公園空地面積1,600㎡

・指定緊急避難場所の収容人数 485人

・算定根拠 1,600㎡÷3.3㎡/人

＜施設概要>

平時は、都市公園として地域、近隣住民の憩いの場となる。

災害発生時には、周辺地区等の一時避難者485人の収容場所として活用する。

指定緊急避難場所(整備後)

(道福寺公園)

道福寺地区

指定緊急避難場所

ウツミ整形外科医院

(3階会議室)

(出典：金倉川洪水浸水想定区域図)

【施設外観】

【施設平面図】

道福寺公園レイアウト(案)


